
神
姫
バ
ス
太
市
下
車

起
点(

神
姫
バ
ス
太
市)

↓(

二
〇
〇
ｍ)

↓
太
市
中
墓
地
石
棺
↓(

一
一
〇
〇
ｍ) 

↓
大
市
駅
家
跡
サ
イ
ン
↓(

一
一
〇
〇
ｍ)

↓
破
磐
の
大
磐
↓(

一
〇
〇
ｍ)

↓
稲

荷
大
明
神
↓(

一
〇
〇
ｍ)

↓
丸
山
の
石
仏
・
槻
坂
の
石
地
蔵
↓(

一
五
〇
〇
ｍ)

↓
大
歳
神
社
・
西
脇
の
石
仏
↓(

一
〇
〇
ｍ)

↓
専
光
寺
・
石
棺
↓(

五
〇
〇
ｍ)

↓

破
磐
神
社
↓(

四
〇
〇
ｍ)

↓
観
音
堂
↓(

七
〇
〇
ｍ)

↓
石
ノ
鞍
・
稲
荷
神
社
↓

(

一
〇
〇
ｍ)

↓
終
点(

神
姫
バ
ス
石
倉)

 

寛
政
八
年(

一
七
九
六)

四
月
銘
の
観
音
堂
麦
藁
絵
馬﹁
筍
掘
り
図
﹂部
分
。太
市
は

今
も
筍
が
特
産
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
生
業
を
伝
え
る

貴
重
な
絵
馬
。構
図
や
細
工
の
評
価
も
高
い
。

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内

表

紙

説

明
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文化財をたずねて

 太 市 め ぐ り

　

﹁
播
磨
国
風
土
記
﹂
揖
保
郡
邑
智
里
条
に
、
品
太(

応
神)

天
皇
が
当
地
に
巡
幸
し
た
際
に

﹁
狭
い
土
地
と
思
っ
て
い
た
が
大
内(

開
け
た
地)

だ
﹂
と
い
わ
れ
た
の
で
大
内
と
名
づ
け
た
と

あ
り
ま
す
。
現
在
の
太
市
︵
西
脇
、
太
市
中
、
相
野
、
石
倉
︶
は
、
奈
良
時
代
の
揖
保
郡
邑
智
里
、
林

田
里
の
一
部
、
飾
磨
郡
漢
部
里
の
一
部
に
わ
た
る
地
域
。
十
世
紀
前
半
の
﹁
延
喜
式
﹂
に
﹁
大
市

駅
馬
﹂
が
み
え
古
代
山
陽
道
が
通
過
、﹁
和
名
類
聚
抄
﹂
に
は
﹁
大
市
郷
﹂
と
し
て
﹁
於
保
知
﹂(

高

山
寺
本)

、
﹁
於
布
智
﹂(
大
東
急
記
念
文
庫
本)

と
訓
ま
せ
て
お
り
、
平
安
時
代
ま
で
に
大
市
郷
が

成
立
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
は
市
内
船
津
町
宮
脇
の
正
八
幡
神
社
所
蔵
﹁
軒
平
瓦
﹂
に
﹁
大
市

郷
﹂
﹁
正
和
三(

一
三
一
四)

甲
寅
﹂
と
見
え
製
瓦
業
が
興
隆
し
て
い
ま
し
た
。
﹁
太
市
﹂
の
表
記
は

応
永
九
年(

一
四
〇
二)

土
佐
青
龍
寺
梵
鐘
名
﹁
播
州
揖
東
郡
太
市
郷
若
宮
王
子
社
﹂
が
初
見
か
。

戦
国
時
代
ま
で
に
大
市
郷
内
に
は
大
市
村
や
中
村
な
ど
の
村
が
成
立
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た

﹁
播
州
揖
西
郡
龍
野
志
﹂
に
﹁
大
市
郷　

凡
十
ケ
村　

広
坂
村　

谷
村　

西
脇
村　

同
出
屋
敷
村　

打
越
村　

北
山
村　

石
倉
村　

中
村　

鵜
飼
村　

相
野
村
﹂
と
記
さ
れ
中
世
の
大
市
郷
は
現
太
市

よ
り
相
当
広
域
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

桜
山
貯
水
池

　
新
日
本
製
鉄
株
式
会
社
の
工

業
用
水
確
保
の
た
め
の
貯
水
池
。

当
初
、
揖
保
川
か
ら
揚
水
し
非

常
時
保
安
用
に
昭
和
十
五
年
六

月
に
着
工
、
戦
時
下
の
資
材
不

足
等
で
延
引
、
昭
和
二
十
年
五

月
貯
水
量
一
〇
〇
万
立
方
メ
ー

ト
ル
︵
計
画
の
四
分
の
一
︶
を

確
保
で
き
る
段
階
で
工
事
は

中
断
。
戦
後
、
工
業
用
水
需
要

増
の
た
め
昭
和
三
十
五
年
十
一
月

か
ら
三
十
七
年
三
月
に
か
け
て

堰
堤
の
嵩
上
げ
工
事
を
行
い
、
有

効
貯
水
量
四
四
六
万
立
法
メ
ー

ト
ル
の
貯
水
池
が
完
成
し
た
。

堰
堤
は
高
さ
三
九
ｍ
、
頂
幅
四
ｍ
、

最
大
底
幅
三
七
・
九
ｍ
。
貯
水

池
の
最
大
水
深
三
〇
ｍ
、
満
水

時
面
積
三
三
万
㎡
、
満
水
時
周

囲
三
八
〇
〇
ｍ
。

太
市
中
墓
地
の
石
棺

　
公
営
火
葬
場
が
で
き
昔
の
よ

う
な
野
辺
送
り
は
な
く
な
っ
た
。

墓
地
に
は
葬
送
の
時
に
棺
を

の
せ
導
師
引
導
を
唱
え
る
引
導

台
︵
蓮
華
台
・
棺
台
︶
が
あ
り
、

か
つ
て
の
葬
送
習
俗
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
引
導
台
は

一
部
欠
失
し
て
い
る
が
、
組
合
せ

式
家
形
石
棺
の
底
石
。
︵
縦
一

七
一
・
七
㎝ 

、
横
一
二
〇
㎝
︶

邑
智
︵
大
市
︶
駅
家

　
十
世
紀
前
半
の
法
令
書
﹁
延

喜
式
﹂
記
載
の
駅
家
は
播
磨
国

内
に
九
駅
、
う
ち
山
陽
道
七
駅
の

一
つ
が
邑
智
︵
大
市
︶
駅
で
駅

馬
の
員
数
二
十
匹
。
古
代
山
陽

道
は
青
山
か
ら
桜
峠
を
越
え
太

市
中
、
西
脇
か
ら
槻
坂
を
越
え

布
勢
駅
︵
た
つ
の
市
揖
西
町
小

丸
山
︶
に
至
る
。

 

槻
坂
と
槻
坂
の

　
　
　
　
　

石
地
蔵

　
槻
坂
は
現
姫
路
市
と
た
つ
の

市
と
の
境
界
。
﹁
播
磨
国
風
土

記
﹂
に
は
槻
折
山
と
記
さ
れ
、

妖
怪
や
山
賊
の
出
没
が
伝
え

ら
れ
、
そ
の
鎮
護
の
た
め
庄
屋

太
郎
兵
衛
が
槻
坂
に
石
地
蔵
を

設
置
し
た
と
い
う
。
丸
山
公
民

館
敷
地
内
に
移
設
。

丸
山
の
石
仏

　
高
さ
一
二
八
㎝
、
幅
七
三
㎝
、

厚
さ
二
〇
㎝
の
板
状
の
石
材
で
、

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を

持
つ
地
蔵
立
像
を
線
刻
蓮
華
座
に

刻
出
。
像
容
の
向
か
っ
て
左
側
に

﹁
応
安
元
年
︵
一
三
六
八
︶
戌

申
廿
四
﹂
紀
年
銘
と
い
う
。
山
中

よ
り
丸
山
公
民
館
敷
地
に
移
設
。

西
脇
古
墳
群

　
姫
新
線
太
市
駅
西
方
約
一
・

五
㎞
の
南
向
き
の
山
斜
面
に
あ

る
古
墳
群
。
山
陽
自
動
車
道
路

線
計
画
に
伴
い
昭
和
六
十
年
五

月
か
ら
発
掘
調
査
。
終
末
期
の

群
集
墳
で
、
七
世
紀
代
と
六
世

紀
初
頭
の
古
墳
。
い
ず
れ
も
小

型
の
墳
丘
を
持
ち
主
体
部
は
無

袖
の
横
穴
式
石
室
、
竪
穴
式
石

室
や
組
合
せ
式
石
室
。
一
二
号

墳
と
一
三
号
墳
の
付
近
で
奈
良

時
代
の
火
葬
骨
を
入
れ
た
骨
蔵

器
を
検
出
。

西
脇
廃
寺
跡

　
塔
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
処
に
塔

心
礎
。
も
と
は
塔
屋
敷
中
央
付

近
に
あ
っ
た
が
、
耕
作
の
障
害

か
ら
現
在
地
に
移
設
。
長
径
一

二
五
㎝
、
短
径
一
一
五
㎝
、
表

面
の
ほ
ぼ
中
央
に
直
径
一
八
㎝
、

深
さ
一
一
㎝
の
円
形
孔
が
あ
る
。

遺
構
は
消
滅
、
瓦
類
も
検
出
さ

れ
て
い
な
い
が
、
塔
心
礎
の
形
式

か
ら
西
脇
廃
寺
は
奈
良
時
代
の

創
建
と
推
定
。

西
脇
の
石
仏

　
大
歳
神
社
境
内
の
小
祠
に
安
置
。

上
部
が
欠
損
、
凝
灰
岩
の
舟
形

状
石
材
で
、
珍
し
い
三
弁
の
蓮

華
座
上
に
宝
珠
と
錫
杖
を
持
つ

像
高
二
三
㎝
の
地
蔵
立
像
が

刻
出
。
像
容
の
向
か
っ
て
左
に

﹁
永
正
十
年
︵
一
五
一
三
︶
八

月
日
﹂
紀
年
銘
を
陰
刻
。

専
光
寺
と
石
棺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
山
号

西
脇
山
、
赤
松
満
祐
家
臣
の
是

川
開
進
子
息
の
円
智
が
蓮
如
上

人
に
帰
依
し
天
文
十
五
年
︵
一

五
四
六
︶
建
立
と
い
う
。
末
寺

帳
で
は
天
正
三
年
︵
一
五
七
五
︶

祐
西
の
開
基
、
寛
永
十
七
年

︵
一
六
四
〇
︶
木
仏
寺
号
と
す
る
。

長
屋
門
の
西
側
に
縦
一
九
八
㎝
、

横
九
五
㎝
、
深
さ
三
八
㎝
の
刳

抜
式
家
形
石
棺
身
が
あ
る
。﹁
龍

野
志
﹂
古
跡
の
項
に
﹁
浄
安
寺

西
脇
村
山
下
寺
跡
有
、
峰
相
の

末
寺
也
、
近
頃
里
民
︵
中
略
︶

掘
出
す
、
今
は
村
内
専
光
寺
の

境
内
に
あ
り
﹂
と
記
さ
れ
る
。

破
磐
神
社
と

　
　
　

破
磐
の
大
磐

　
太
市
の
総
鎮
守
、﹁
播
磨
鑑
﹂
に

神
功
皇
后
の
射
た
矢
が
山
中
の

大
岩
を
射
貫
い
た
こ
と
か
ら
矢
と

岩
を
御
神
体
と
し
て
祀
っ
た
と

い
い
、
後
世
社
殿
は
現
在
地
に

遷
座
、
伝
説
の
大
岩
は
神
社
か

ら
南
西
約
二
㎞
の
丸
山
山
中
に

あ
り
﹁
破
磐
の
大
磐
﹂
と
い
う
。

神
社
祭
祀
に
千
灯
祭
、
奉
点
灯

祭
と
い
う
珍
し
い
火
祭
り
が
あ
る
。

　 観
音
堂
と

　
　

筍
掘
り
図
絵
馬

　
か
つ
て
太
市
の
谷
村
に
峰
相

山
鶏
足
寺
別
院
が
あ
り
、
観
音

堂
が
そ
の
法
統
を
継
ぐ
も
の
と

い
う
。
奉
納
さ
れ
て
い
る
十
二

面
の
絵
馬
の
う
ち
四
面
は
珍
し

い
麦
藁
絵
馬
で
、
県
内
で
は
城

崎
地
方
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い

も
の
。
寛
政
八
年
︵
一
七
九
六
︶ 

四
月
十
八
日
紀
年
銘
の
﹁
筍
掘

り
図
﹂
は
、
構
図
や
細
工
の
す

ば
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、
現
在
も

特
産
と
し
て
知
ら
れ
る
太
市
の

筍
に
関
す
る
貴
重
な
民
俗
資
料

で
あ
る
。︵
表
紙
図
︶

石
ノ
鞍

旧
因
幡
街
道
沿
い
の
稲
荷
神
社

参
道
口
に
あ
り
播
磨
の
名
所
古

跡
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、

古
く
か
ら
神
と
し
て
祀
ら
れ
て

き
た
と
い
う
。
こ
こ
は
峰
相
山

の
谷
の
入
口
、
西
脇
・
太
市
中

へ
の
分
岐
点
に
な
っ
て
い
る
。




